
今
後
も
健
全
な
財
政
運
営
を

◇
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

か
や
の
保
育
所
解
体
等

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
８
６
９
万
４
千
円
を
追
加

し
、
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
78
億
４
８
６
９

万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
民
生
費
国
庫
負
担
金
が

４
８
７
２
万
円
、
県
支
出
金
（
自
殺
対

策
・
畜
産
振
興
・
荒
廃
森
林
再
生
事
業

お
よ
び
教
育
費
に
対
す
る
補
助
）
が
２

９
７
万
４
千
円
の
増
額
と
な
っ
た
ほ
か
、

基
金
繰
入
金
で
は
国
庫
支
出
金
の
増
額

補
正
等
に
伴
い
、
基
金
の
取
り
崩
し
を

２
３
０
０
万
円
減
額
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
か
や
の
保
育

所
解
体
工
事
お
よ
び
駐
車
場
の
農
地
復

旧
工
事
請
負
費
１
６
０
０
万
円
、
県
道

志
免
須
恵
線
の
道
路
建
設
記
念
碑
建
立

工
事
請
負
費
１
３
０
万
円
、
南
幼
稚
園

の
エ
ア
コ
ン
購
入
費
１
２
０
万
円
、
第

一
学
童
保
育
所
建
築
工
事
請
負
費
４
０

０
万
円
の
増
額
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
14
日
か
ら
21
日
ま
で
の
８
日
間
で
行
わ
れ
、

提
案
さ
れ
た
議
案
10
件
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
陳
情
１
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◇
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
な
く

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
７
１
９
万
８
千
円

を
減
額
し
、
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
81
億
３

５
０
４
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
は
、
決
算
見
込
み
額
の

精
査
に
よ
り
、
町
税
お
よ
び
地
方
交
付

税
の
増
額
が
見
込
め
る
こ
と
、
各
特
別

会
計
に
対
す
る
繰
出
金
の
確
定
、
寄
附

金
の
増
額
、
歳
出
の
不
用
額
の
減
額
等

に
よ
り
平
成
24
年
度
予
算
の
最
終
調
整

を
行
う
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金

と
減
債
基
金
の
繰
入
れ
を
減
額
し
、
最

終
的
に
基
金
の
取
り
崩
し
は
行
わ
な
い

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

議 　 案 　 名 可・否

平成24年度須恵町国民健康保険特別会計補正予算（専決処分） 全員賛成で承認

平成24年度須恵町公共下水道事業特別会計補正予算（専決処分） 全員賛成で承認

須恵町税条例の一部改正（専決処分） 全員賛成で承認

須恵町国民健康保険税条例の一部改正（専決処分） 全員賛成で承認

糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合規約の変更 全員賛成で可決

須恵町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定 全員賛成で可決

須恵町子ども・子育て会議条例の制定 全員賛成で可決

６月
定例会

一般会計補正予算

全員賛成で可決

2 8 6 9 万円を増額
予算総額は78億4869万円に

平成
25年度

開会を宣言する三⻆議長

今
後
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
方
向
性

　
今
年
度
よ
り
、
須
恵
町
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
、
三
校
区
同
時
に
事
務
局
長
を

加
え
た
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
平
成
の
声
と
と
も
に
「

生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
提

唱
。
そ
の
集
大
成
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
事
務
局
を
設
置
し
、
官
民
協
働
事
業

を
教
育
部
局
中
心
に
展
開
し
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
で
は
、
環
境
・
福
祉
・
防
災
・

防
犯
な
ど
、
教
育
部
局
以
外
で
の
取
り

組
み
や
検
討
も
始
ま
り
、
組
織
や
事
業

体
系
の
再
構
築
の
段
階
に
来
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
「
地
域
自
治

の
核
」
と
し
て
、
そ
の
裾
野
を
広
げ
、

行
政
・
住
民
・
地
域
団
体
・
企
業
等
が

協
働
し
て
地
域
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る

「
新
た
な
公
共
づ
く
り
」
を
目
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
の
協
働
政
策
や
事
業
を
立
案
す
る
に

は
、
行
政
各
課
も
主
体
的
に
関
わ
り
を

持
ち
、
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
的
は
、
様

々
な
地
域
課
題
を
解
決
し
、
校
区
単
位

の
住
み
よ
い
エ
リ
ア
を
構
築
す
る
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
様
々
な
課
題

や
問
題
を
「
校
区
単
位
」
で
捉
え
、
地

域
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
を
精
選
し
、

事
業
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
課
題
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

よ
り
身
近
な
「
行
政
区
単
位
」
で
進
め

た
方
が
良
い
事
業
も
あ
る
の
で
、
地
域

課
題
の
内
容
に
即
し
て
、
行
政
区
と
小

学
校
区
で
検
討
・
選
択
し
な
が
ら
、
よ

り
質
の
高
い
事
業
を
展
開
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
の
事
業
の
成
果
と
し
て
、

生
涯
学
習
を
理
念
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
よ
る
学
校
支
援
・
オ
ア
シ
ス

運
動
・
生
活
規
範
指
導
員
制
度
の
定
着

・
成
長
の
足
あ
と
カ
ル
テ
の
定
着
な
ど
、

須
恵
町
が
推
進
す
る
「
社
会
教
育
と
学

校
教
育
が
連
携
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
」

に
つ
い
て
、
有
識
者
か
ら
高
い
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
教
育
行
政
全
般
で

み
る
と
、
ま
だ
ま
だ
課
題
も
多
く
あ
り

ま
す
。

　
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
子
供
会
育

成
会
の
活
性
化
、
体
育
協
会
を
核
と
し

た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
、
文
化
協

会
を
核
と
し
た
文
化
事
業
の
活
性
化
と

若
年
層
の
参
加
増
対
策
、
学
校
施
設
や

社
会
教
育
施
設
を
利
用
し
た
ジ
ュ
ニ
ア

ス
ポ
ー
ツ
の
在
り
方
の
研
究
な
ど
で
す
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
生
活
規
範

指
導
の
更
な
る
充
実
と
学
力
向
上
へ
の

取
り
組
み
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
学
力
に
関
し
て
は
、
昨
年
末
か
ら
本

年
１
月
に
か
け
て
実
施
し
た
実
力
テ
ス

ト
に
お
い
て
、
全
国
平
均
を
上
回
る
成

績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
各
校
に
お
け
る
足
り
な
い
部
分
の

分
析
を
的
確
に
行
い
、
一
人
で
も
多
く

の
児
童
生
徒
に
解
る
喜
び
を
与
え
、
学

習
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
教
育
施
策
に
掲
げ
て
い
る

「
心
の
教
育
」
を
柱
と
し
な
が
ら
、
「

安
心
し
て
住
め
る
町
」
「
住
ん
で
よ
か

っ
た
と
思
う
町
」
「
子
育
て
す
る
な
ら

須
恵
町
で
」
を
実
現
す
る
た
め
に
教
育

関
係
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
団
体
と

連
携
・
協
力
し
な
が
ら
夢
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
な
る
学
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
を

中嶋 裕史  町長

平松 秀一  教育長

平成25年度

その他の議案
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